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「一年を振り返って」

2019－20 年度　市原ロータリークラブ

会長　篠　田　美　幸

　皆様こんにちは。

　2019-2020 年度の最終会長挨拶となりました。先ず初めに今年度の例会運営にご協力を頂いた、会員皆様に

感謝申し上げます。ありがとうございます。

　今年度１年間、時田ガバナー補佐には大変お世話になりました。昨年の８月２４日には、第２G 第４G 会長幹事

会、家族会との千葉ビール園での例会に参加する機会を設けて頂いたり、私の会員歴の記憶では初めての、第

４G の会員名簿作成して頂きました。この名簿は、会長として第４G の皆様と交流を図る上で大変役に立ちました。

１１月６日には、諸岡ガバナー公式訪問では事前調査やクラブ訪問確認を丁寧にご指示頂き、無事に公式訪問を

終えることが出来ました。

　１１月１９日には、第４G 情報研修会をＲＬＩ方式でテーブルディスカッションをメインに多くの第４Ｇ会員参加で実施

して頂きました。

　２月２１日には第３・４Ｇ合同のインターシティーミーティングでは、基調講演　「戦略計画委員会と会員増強委員

会の必要性」と題して大変貴重な公演を実施して頂きました。

その後は、新型コロナウイルスの感染が世界中に広がり、市原ＲＣでも４月１日の例会以降６月３日の例会まで２か

月間に渡り例会を休会しました。その様な中でも、時田ガバナー補佐のリーダーシップにより、新型コロナウイルス

の対応支援事業として、市原市及び医療従事者の皆様、千葉市及び医療従事者の皆様に医療防護品（マスク）

を合計 10,000 枚寄贈することが出来ました。

　その他にも、今年度は第 4Ｇの会長会を設けていただき、適時に会長同士の親睦の場を作って頂き会長として

クラブを運営する上で、大変心強く思いました。　　時田ガバナー補佐には、まだまだお世話になりましたが、語っ

たら切が無いほどです。改めて、第４Ｇのガバナー補佐として時田様には大変お世話になりました。ありがとうござ

います。今後とも末永いお付き合いをよろしくお願いいたします。

　次年度、ガバナー補佐外立様におかれましては、益々、第４Gを盛り上げて頂ける様、祈念すると共に、次

年度本郷会長、野口幹事をよろしくお願い致します。

 ここからは、メインプログラム　会長幹事「1 年を振り返って」として貴重な時間を頂きましたので反省を込めて

最後の会長挨拶をしたいと思います。

　まず、2019-20 年度の市原 RC が今年度、理事役員、委員長及び会員の皆様のご協力をいただき、無事に

年度最後の例会を迎える事が出来ました事に感謝いたします。

　私は、一昨年 2 月16日と3 月24日の 2日間に渡り、会長エレクト研修セミナーに参加して会長となる必須条件

を満たし、身に余る役職ですが、会長の職務をお受けしました。

　今年度ＲＩ会長、マーク・ダニエル・マローニー会長は、国際協議会第 1 回本会議において、2019-20 年度の



2

ＲＩテーマを「ロータリーは世界をつなぐ」と、発表されました。

メッセージの中で 4 つの協調事項を掲げました

　1）ロータリーを成長させる：会員増強。

　2）家族を参加させる：若い世代をありのままに迎え入れる必要がある。

　3）ロータリーのリーダーになる道を拓く：ロータリーの梯子は上がるのが難しいものであるべきではない。その必

　 　要もない。各地区でロータリーのリーダーシップの文化を変え始めて欲しい。

　4）国際連合との歴史的な関係に焦点を置く：2020 年はロータリーの115 周年に当ります。「私たちロータリアンは、  

     世界で、地域で、そして自分自身の中で、持続可能な良い変化を生むために、人々が手を取り合って行動

     する世界を目指しています」奉仕と友情を通じて「ロータリーは世界をつなぐ」という確信を胸に。とおっしゃっ

     ています。メッセージでは、ＲＩが目指す方向は、ロータリーの組織としての勢いを回復させ⇒地域社会や家

    庭、職場に新しいつながりをつくり⇒国際社会との新たなつながりをつくり⇒世界をつなぐ役割を果たすことであ

    る。と理解できます。

1．2790 地区の課題と地区スローガン

　ＲＩのテーマを受けて、諸岡ガバナーは、千葉県全 83クラブを擁する第 2790 地区のロータリークラブがそれぞ

れに問題を抱え、将来の会員基盤が安泰という訳ではありません。

　そこで、地区スローガンとして〈ロータリーから千葉を元気に〉と宣言しました。振り返ると、まさに昨今のコロ

ナ禍において最もふさわしいスローガンだったと思います。

2．2019-20 年度、市原ロータリークラブスローガン

国際ロータリーのマローニー会長は「ロータリーは世界をつなぐ」、諸岡ガバナーは、〈ロータリーから千葉を元

気に〉

私は、今年度市原ロータリークラブのスローガンとして

『一歩踏み出す勇気！』～変わろうとする覚悟～

としました。

　当時私は、何ごとにも「成長したい」とは多くの人が心に抱く願望だと思いますが、実際それに向けて行動を

起こせている人はごく一部だと思います。たぶん「きっかけ」を作れずにいるのではないでしょうか。ロータリーの場合、

新入会員の皆様は、入会はしたものの、ロータリーは何をする団体なの？例会には出席しても何をしたら良いの？ロー

タリーの専門用語が分からない？など、多くの疑問があり立ち止まり動けない状況ではありませんか。先輩会員の

皆様は、最近の市原ロータリークラブは変ったなぁ。ですとか、以前は本気でロータリーにのめり込んだが今はあ

の頃の熱が冷めてしまい、以前の歩みを止め静観してはいませんか？

　確かに、市原ロータリークラブは、創立 5６周年の伝統あるクラブです。そのまま変わらなくても十分と言う方も

いるかもしれません。変わらない事も、もちろん大事ですが、変わろうとする思い、変わろうとする覚悟、そして一

歩踏み出す勇気も私は大事なことだと思います。今こそロータリー活動を通じて、生涯の仲間と出会い更に成長し

ましょう。と、スローガンを掲げました。

3．委員会組織
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　2019-20 年度は、近年若い世代の新入会員の増加に伴い先輩会員との更なるコミュニケーションを図ることを

早急な課題とし、更にクラブの長期的な計画を練り今後のクラブの発展に努めるようにする為、基本的な委員会

組織は前年踏襲をベースに柔軟に対応しました。また、今年度は、創立 55 周年記念演奏会ＰＴを発足しクラブ

の活動を広く地域社会の皆様に認知していただける事業も実施しました。

　こうして各委員会がそれぞれの役割を分担しながら、委員会ごとにロータリー活動を横断的に流通させ、組織

全体を強化していただきました。

1）長期計画委員会

　平野会員を委員長に、会長、会長エレクト、直前会長、幹事、副幹事、幹事ノミニーからなる委員会として、

中長期的視点で市原ロータリークラブの今後のあるべき姿を検討し、今後の事業の課題や近年の会員基盤の変

化と拡充について対応策を協議しクラブの目標・長期的優先事項を検討して頂きました。クラブの長期計画に関

しては、すぐに結果が出る様な物ではありませんが、次年度は、山本委員長のもと、クラブの現状分析をしてい

ただき、クラブの発展を願います。

2）会員研修委員会

　山本会員を委員長に、会員研修委員会は、新入会員の入会後のフォローやオリエンテーションを実施して頂き

ました。今年度は、コロナ禍の影響で思うように委員会が実施出来ませんでしたが、次年度は私が会員研修委

員会の委員長をお受けしていますので、新入会員と既存会員との更なる親睦を深める様、継続的な研修会を例

会または、炉辺会談を通じて実施します。

3）クラブ管理運営委員会　＆　ＳＡＡ

本郷会員を委員長に、

・プログラム

　「知る」「好む」「楽しむ」の観点から、例会のプログラムの企画立案をロータリー特別月間も活用していただき、

会員卓話や外部卓話、親睦例会を実施して頂きました。

　ほぼ毎月、委員会を実施して頂き、昨年の親睦夜例会から先輩会員の卓話を企画実施して頂きました。残念

ながら、４月１５日に米山記念奨学生の卓話を実施する予定でしたが、コロナ禍の中例会休会となり中止となりまし

た。次年度では是非、米山記念奨学生の卓話を実施して頂けばと思います。

・出席

　会員皆様にとって興味深い例会を企画し「例会に行きたい」と思うように工夫をし、欠席をしている会員にはヒ

ヤリングを行い例会の企画に反映させるとともにメークアップを奨励する様に勧めました。振り返ると、出席率では

ありますが６０％代が多かった様に思います。出席についてはまだまだ伸びしろがありますので、是非、次年度で

は、７０％８０％を目指して頂きたいと思います。そして、何より出席においては、長田パスト会長年度のスローガン

にありました「返事（返信）をしよう！！」の更なる徹底を次年度に求めたいと思います。出席はクラブの基本ですが、

状況により欠席は仕方ありませんが、毎回例会への出欠を事務局より確認していますが、返信回答して頂けない

会員が見受けられます。当年度の会長として、徹底出来なかった事を反省しています。

　次年度は、改めて「返事（返信）をしよう！！」をよろしくお願い致します。

・親睦
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　親睦は、クラブ活動の根幹と捉え、今年度は、直前会長幹事慰労会を企画実施、親睦忘年例会の企画実

施をして頂きました。多くの会員皆様のコミュニケーションを図れたと思います。

　心残りは、親睦委員会の議題に上がっていた５月実施予定だった親睦旅行が、コロナ禍の影響で中止になっ

てしまいました。今後の状況にもよりますが、次年度で親睦旅行が実施出来ればと思います。

・ＳＡＡ

　例会場所を移動して 2 年目となりましたが、何とか例会場の設営や進め方が定着してきたと思います。今後も、

お客様に対して、丁寧なおもてなしに努めて頂きたいと思います。

4）会員増強・退会防止委員会　＆　公共イメージ委員会

　上野会員を委員長に、近年の会員増強により会員数 5２名でスタートしますが。今年度は会員純増８名とし会

員数 60 名を目標とします。その際、女性会員の拡充と若手職業人の増強も目指します。と掲げました。今年度

の実績ですが、８月入会の水澤会員、９月入会の石井会員、１１月入会の大槻会員、山路会員、１２月入会の

武田会員、齋藤会員、２月入会の鵜沢会員、３月入会の根本会員、そして４月入会の景山会員、中西会員、

今年度入会合計１０名です。上野委員長、本多副委員長はじめ委員の皆様ありがとうございました。

　先月のガバナー月信の地区暫定出席記録・会員数報告（2020.4）会員増減に於いて現在増員１位です。ち

なみに２位は、成田コスモポリタンRCさんで６名です。結果を残して頂いた、会員増強委員会に感謝すると共に、

今年度の新入会員の皆様には、今後市原 RC での活躍を期待しています。

　反省もあります。それは、今年度退会者を３名出してしまったことです。在会年数４４年にもなる上條様、在会

年数２３年の角谷様、在会年数２０年の齋藤（榮）様です。今年度の私の至らなさが出てしまった結果と反省し

ています。

　次年度へは、増減７名会員数５９名で引継ぎますが、更なる会員増強を期待します。

・会員維持

　今年度の反省も含め、退会防止の観点から、入会後 3 年未満の会員は、ロータリーの楽しさを知る前に欠席

が多くなりそのまま退会となりやすいので、紹介者を介して出席要請をする。その他、既存会員の個別出席状況

を把握し機会を見て根気よく出席を要請することを期待します。

・広報

　ロータリーの目的を広く一般の人に知らせる為に市原ロータリークラブの活動をＰＲすることを目標に、委員会では

ＦＢを活用しクラブの活動を発信して頂き、他クラブ会員からも「いいね」等の反応と評価を頂きました。今後もＳ

ＮＳの活用に期待します。また、下半期にはオリパラ機運も高まるタイミングでロータリー活動の更なる発信を企画し

ていましたが、今年はコロナの影響でオリパラが中止になってしまいましたが、来年開催時に期待致します。

2）奉仕プロジェクト委員会　＆　ロータリー財団・米山記念奨学会委員会

野口会員を委員長に、

・職業奉仕

　職業奉仕はロータリーの根幹と捉え、多様性を認めたうえで、職業上の高い倫理基準や役立つ仕事はすべて

価値あるものという認識のもとで、会員の全てが 職業奉仕に対する理解を深める事業をすることを目標としました。

・社会奉仕
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　次年度は、地域貢献基金を創立 55 周年記念演奏会の資金負担のために中止しますが、このタイミングで、

多様化する地域社会のニーズに応えるために、効果的な社会奉仕活動の発掘に取り組んで頂きました。

　また、年に２回実施している挨拶運動については、年々参加者が増加して来ていた中、昨年の台風１５号、

１９号の影響により五井駅のみ時間も短縮しての実施となってしまいました。５月に予定していた挨拶運動は、コロ

ナ禍の影響で中止となってしまいました。次年度は社会奉仕の実践事業として、大切な挨拶運動が実施出来る

事を期待しています。

・国際奉仕

　次世代を担う市原の子供達とペタリングジャヤロータリークラブとの交流は「国際理解、親善、平和の推進に

寄与する奉仕活動を行う」との趣旨に基づき、昨年の１１月２７日から１２月５日までマレーシア交換学生５名を受け

入れました。市原ＲＣで活動を支援している、市原中央高校 Interact Club の木島先生、石井先生にご協力を

頂き、Interact Club の生徒とご家族に Host family になって頂き、翌年には、受け入れをして頂いた生徒に交

換学生としてＰＪＲＣに送り出をしています。期間は、1 週間と短くはなりましたが、今回来日した 5 名の学生には日

本の生活を楽しんで頂き、Host family の皆様には受け入れに不安もあるでしょうが、12 月5日の帰国の際には、

絆が生まれた事と思います。

交換学生プログラムは引続き継続したいと思います。

6）創立 55 周年記念演奏会プロジェクトチーム

　箕輪会員を委員長に、今年度、市原ロータリークラブ創立５５周年を記念して千葉交響楽団による演奏会を企

画実施いたしました。令和元年９月２２日（日）、市原市民会館大ホールにて８００人を超える多数のご来場者様を

お迎えして市原ＲＣ創立５５周年記念演奏会「おらがまちのクラッシックコンサート」を入場料無料で開催すること

ができました。会員皆様には、市原ＲＣ創立 55 周年記念演奏会にご協力頂き、誠にありがとうございました。当

日は、千葉交響楽団による演奏会を山下（音楽監督）指揮のもと企画実施をいたしました。この演奏会は、創

立 34 周年を迎える千葉県唯一のプロオーケストラである千葉交響楽団をお迎えし、音楽監督の山下氏の指揮に

よる本格的なフルオーケストラの迫力を地元市原の皆様に鑑賞していただくと共に、近年市原市内の中学校では、

吹奏楽部の活動が盛んな事もあり、千葉交響楽団と国分寺台西中学校吹奏楽部とのコラボレーションを企画実

施し、子供たちに肌でプロの演奏を感じてもらい将来への一助となれば幸いと思い実施しました。そして何より日ご

ろからクラブの活動を理解し、挨拶運動にご参加ご協力いただいている団体、地域の皆様や小中高校生に感謝

の気持ちと市原ロータリークラブの活動を広く知っていただく機会として、演奏会をお楽しみ頂きました。

　今にして思えば、始関会員に山下監督を紹介して頂き、交流を図りつつ、たまたま今年度で記念演奏会を実

施させて頂きましたが、一番の思い出となりました。あの、８００名を超える多数のご来場者を前に、ご挨拶をさせ

て頂いた緊張感は今でも膝の震えを覚えています。

　今年度市原ロータリークラブのスローガンとして私は、『一歩踏み出す勇気！』～変わろうとする覚悟～としました。

一歩踏み出しロータリーの様 な々活動を通してロータリー会員のみならず、それに関わったすべての人が元気で笑

顔になれるロータリークラブを目指したいと思い活動をしてきましたが、会員皆様いかがでしたでしょうか？一年前、

直前会長の長田会員が、この場で一年を振り返っての挨拶をしている時、次の私には正直不安と憂鬱しかありま

せんでした。年度初めの一か月は、第 4Ｇ各クラブを回っての挨拶で時が過ぎ、その後は会員皆様が貴重な時
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間を割いて参加している例会を少しでも有意義な場としたいと思い、今日まで一年間、例会前に会長挨拶の原稿

を考え作る事でロータリーの事を考え勉強させて頂く機会を得ました。決して皆様に満足を頂ける例会が出来た

かどうかは分かりませんが、福原幹事、理事役員、委員長の皆様には、私を担いで頂きありがとうございました。

会員皆様には、寛容の心で今年度を受け入れて頂きありがとうございました。

　コロナ禍の影響で後半の例会、ロータリー活動が中止になり、周りからちらほら「不完全燃焼じゃないの？次年

度も続けて会長をやったら？」と言われましたが、それは「今年度良くやった」とのお褒めの言葉と解釈し次年度

の本郷会長・野口幹事に引き継ぎたいと思います。もちろん、私は一会員として全面的に本郷会長年度に協力

いたしますので、是非、次年度は本郷会長のカラーで市原ＲＣの運営をお願い致します。

　今年度、急遽ではありますが「緊急会員応援企画」コロナに負けるなっ！市原ＲＣ仲間の輪を広げようと題し、

特に会員飲食店に集まっての親睦会を開催しています。6/20 一の膳、6/10 八つはし、昨日6/16 かんしゃに

て、多くの会員有志により開催しました。各お店には大変喜んで頂いていると感じています。今後は、6/24 淡粋、

6/30 仁寺洞と企画しています。事務局より皆様にご案内していますが、急遽だった為、趣旨が伝わらなかったり

しましたが、ご予定が付く方は、今からでもご参加をお願い致します。

　緊急事態宣言は解除され、緊急事態措置や休業要請も徐々に緩和されて来ていますが、まだまだ、新型コロ

ナウイルス感染症の患者発生と状況の変化の真っただ中で、心配ではありますが、会員の皆様、ご家族の皆様

のご健康を心よりお祈り申し上げると共に、最後に、一年間私を支えて頂いた福原幹事さんには本当にお世話に

なりました。感謝いたします。重ねて会員皆様のご指導、ご支援、ご協力に感謝を申し上げます。今後益々の

市原ロータリークラブの発展を祈念して、今年度最後の会長挨拶といたします。

　一年間ありがとうございました。

　次年度本郷会長に於かれましては、コロナ禍に負けず、ご活躍を期待致します。
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山本順也

白鳥政孝 小池清二  始関信夫 万崎英正 

２．市原市社会福祉協議会（評議員）　　平野哲也

伊藤英樹　　小泉秀俊　　松浦広樹

磯貝元洋　　永野祐太郎   石井亮介

齋藤光将　根本瑞穂　武田恭宏

鵜澤勝好　景山元晶

■公的役職（市原ロータリークラブの代表として参加するもの）

■会員増強・退会防止委員会
（勧誘・会員維持・職業分類）

＆
公共イメージ委員会

（広報・会報・ウェブサイト）

■奉仕プロジェクト委員会
（職業奉仕・社会奉仕

国際奉仕・青少年奉仕）
＆

ロータリー財団・米山記念奨学会委員会

副委員長 本多利充

藏内玲子　三宅　豊　岡本和也　高澤豊昭　　

 西村芳雄　山内一平 　齋藤俊輔　山崎克哉　  　

平野哲也　　篠田美幸　　福原義一
■創立55周年記念演奏会PT 委員長 箕輪貴之

委員長

副委員長

本郷雅嗣 

宮武　淳

１．市原市国際交流協会（理事）　　　　　篠田美幸

会　計　監　査

委員長 　　上野　聡　 

■クラブ管理運営委員会
（プログラム・出席・親睦）

＆
Ｓ・Ａ・Ａ

委員長

副委員長

野口貴史

鄭　瑛勲
青木大輔　水澤伸浩　山路妙志　

大槻祐介　中西洋明

小池清二

会 計

直 前 会 長

篠田美幸

名　誉　会　員

（理事）４名
平野哲也　野口貴史　上野　聡
山本順也

（役員）５名
篠田美幸　本郷雅嗣　福原義一
宮武　淳　　長田博正長田博正

平野哲也

野口貴史

会長ノミニー

副 幹 事

本郷雅嗣

福原義一

宮武　淳

理事会構成員　9名

理事・役員・委員会（2019/7/1～2020/6/30）

会 長

会 長 エ レ ク ト

幹 事

■長期計画委員会（特別委員会）

　　小出　譲治　市原市長　・　齋藤　博

委　　　員

委員長 平野哲也 副委員長 上野　聡

始関信夫　　長田博正

星　マリコ　　深山友和　　　楢原大二郎

木下恭子　　

■会員研修委員会

篠田美幸 　 福原義一　 長田博正

本郷雅嗣     野口貴史　 始関信夫

川島　智　　　石橋　孝　　 　今井  賢　

宮坂大雄　　檜垣昌宏　　　安田昌佐都

委員長

副委員長

三木敏靖　 山田  守　    赤星健二 　鶴岡護夫 　加藤利夫　

津留起夫　 西村美和子　 深川貴夫 　梶内高充
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Ⅰ.2019-20 年度 各委員会活動報告

長期計画委員会活動報告

委員長　平野哲也　副委員長　上野聡

委員　篠田美幸　福原義一　長田博正　　

本郷雅嗣　野口貴史　始関信夫

＜活動報告＞

　今年度は各委員会と協力して事業、各委員会のマニュアル化を図りました。市原ロータリークラブウェブページ

会員用にアップしています。委員会活動、事業実施の際ご参考ください。また、毎年ブラッシュアップしていただ

ければと思います。

　細則、第５条　第２節　例会　、例会開催日の変更を行いました。

　御協力ありがとうございました。
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会員研修委員会

委員長　山本順也　    　　　　　　　　　　　

委　員　白鳥政孝 小池清二  始関信夫 万崎英正 

三木敏靖　山田 守　赤星健二 鶴岡護夫 

加藤利夫　津留起夫　西村美和子　　　

　齋藤榮志　深川貴夫　梶内高充

＜活動報告＞

　今年度も新しい会員が増え、会員研修の役割が重要になっていると感じています。

まずは親睦が大事ですが、ロータリーの起源や歴史、基本理念なども是非知ってもらいたいと思います。私自身も

今年度は委員長として、白鳥さんや小池さんのお話しを聞いて、改めてロータリーの奥深さを学ぶことができました。

せっかくクラブ内にロータリーについて精通している先輩方がいるのに、学ぶ機会が少なかったのは委員長として

反省してます。

例会の回数も減っていることから、卓話での会員研修には限界があります。より効果的な研修の機会を作るため

親睦企画との共催など工夫が必要だと思いました。

１．卓話の実施（会員卓話として 9 月4日小池会員、10 月2日白鳥会員）

２．新入会員向けオリエンテーションを11 月13日に開催

講師・白鳥会員、研修後に懇親会（新入会員 3 名出席）

（下期はコロナ感染症拡大防止のため中止）

３．東京ロータリークラブのメーキャップを企画

　　10 月9日（水）11 名で参加

４．第 4G 主催「情報研修会」11 月19日開催
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クラブ管理運営委員会活動報告

委員長　    　本郷雅嗣

副委員長　    宮武　淳

委員 　川島　智　石橋　孝　今井　賢

宮坂大雄　檜垣昌宏　安田昌佐都

星マリコ　深山友和　楢原大二郎

木下恭子

< 報　告 >

　クラブ管理運営委員会では「プログラム」、「出席」、「親睦」、「ＳＡＡ」について委員の皆さんがこぞって参

加協力していただき活発な意見等も頂戴しました、プログラムに関しても進行が困る事無く、案件を皆さん出して頂

きました。しかしオリンピック開催・新型コロナウイルス感染拡大・非常事態宣言が原因となり残念ですが、中止

に追い込まれたものも、数件ありました。委員会は一月に１回のペースで開催してましたが、８回目がコロナの影響

で直前に中止致しました。その後 , 委員会は開催出来ませんでした。新型コロナウイルス感染拡大の一日も早い

完全終息を願います。
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会員増強・退会防止委員会＆公共イメージ委員会
（勧誘・会員維持・職業分類）　　　　　　（広報・会報・ウェブサイト）

委員長　　上野　聡　　

副委員長　本多利充　

委 員 　　伊藤英樹　小泉秀俊　松浦広樹　

 永野祐太郎　磯貝元洋  

〈活動方針〉

　２０１９－２０年度、篠田会長の運営方針及びスローガン「一歩踏み出す勇気！」～変わろうとする覚悟～のもと、

委員会活動をしました。会員増強につきましては、年度初め会員数５２名でスタートし、篠田会長はじめ、本多副

委員長、委員会メンバー皆様のお陰で、

水澤伸浩さん（篠田会員、本多会員推薦）・石井亮介さん（平野会員、上野会員推薦）

武田恭宏さん（篠田会員、上野会員推薦）・山路妙志さん（本多会員、篠田会員、上野会員推薦）

大槻祐介さん（篠田会員、上野会員推薦）・齋藤光将さん（篠田会員、本多会員推薦）

鵜澤勝好さん（篠田会員、本多会員推薦）・景山元晶さん（上野会員、磯貝会員推薦）

根本瑞穂さん（磯貝会員、永野会員推薦）・中西洋明さん（本多会員、磯貝会員推薦）

以上【１０名】の入会を得て、目標の【８名】と女性会員入会をクリアする事が出来ました。

一方、残念ながら３名の退会者も出た為、純増は【７名】と成り、会員数５９名で２０２０－２１年度へバトンをお渡

しする事となりました。

　週報につきましては、事務局川島さんのお陰でタイムリーに広報出来たものと思われます。

　ホームページの見直し、ＳＮＳ（Twitter や Facebook）を活用したメッセージの発信、職業分類表の再作成

については、新型ウイルスコロナ禍の影響で委員会の開催が出来ずに未実施と成りました。
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奉仕プロジェクト委員会

４月　活動計画書作成（会長方針に則って作成）

　第１回委員会開催（活動計画・各担当分担の確認）

市原中央高校インターアクトクラブ（ＩＡ）

６月　会長訪問と合わせて、市原中央高校へ挨拶（新旧委員長・菓子折り持参）

　※日高校長先生　顧問の石井先生・（木嶋先生）・（20-21 ～新任担当者あり）

６月　市原中央高校　文化祭（ＩＡ出展あり）

　※希望者が出席・見学　★Ｔシャツの納品を間に合わせること！

７月　地区インターアクト合同会議①（年３回程度）　国外（台湾）研修（２名派遣）

　※顧問の先生と打ち合わせの機会、情報交換

７月　９月のあいさつ運動　周知・参加数確認

　※あいさつ運動の欄を参照

８月　インターアクト年次大会

　※幹事校の場合は、準備含めて支援（特別チーム）、その他は、数名参加

８月　（ＰＪ派遣）市原中央高校生徒　派遣予定（隔年）

　※派遣の場合は、ＰＪと調整　★保険とオリテを忘れずに。

９月～（ＰＪ受入）受入日程・人数を市原中央高校・ＰＪと連絡調整

　※日程の確認は早めに。動ける人を確保すること

　迎え→ウェルカムパーティー→ＩＡ→市長訪問、ＲＣ例会参加→送り

　ディズニー、観光、お土産、その他手配が必要

９月　地区インターアクト合同会議②　国外（台湾）研修・地区大会（青少年の集い）

　※国外研修の生徒をＲＣ例会にて卓話依頼

１０月　）

１１月　ＰＪ受入に関する諸準備　日程・スケジュール・分担確認・各種手配

１１月～ＰＪ生徒来訪（市原市長・ＲＣ例会　通訳手配できると助かる。）

２月　卒業式準備　卒業生徒確認　感謝状と記念品を準備

　※感謝状は事務局、記念品は、1000 ～ 1500 円程度のもの手配

３月　地区インターアクト合同会議③　指導者講習について（コロナ禍により中止）

４月～新入会準備　新入生徒人数確認　Ｔシャツ手配のため、サイズと数量

　※Ｔシャツ購入は、万崎会員へ

４月　５月のあいさつ運動　周知・参加数確認

６月　2020-21 年度より予算化　ＩＡへ金 35000 円、収支状況の確認
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通年　月１回程度　ＩＡ例会（12：00 ～ 12：30 頃）　定期的に参加

　　　エコキャップ・ユニクロ服・マーブルクレヨン（紙袋）・ハーブ園　協力事項

　　　ＲＹＬＡ参加（要確認）

あいさつ運動

　例年５月と９月の第２週　　姉ケ崎駅・五井駅・八幡宿駅（月・火・水）

　事前準備　各種許可　２ヵ月前頃から準備（１ヵ月前頃に申請すれば間に合う。）

　　五井駅長（３駅まとめて可能）→市原市役所→市原警察署　　道路使用の許可

　協力依頼

　　市原市長（秘書課）、ＮＰＯボランティア支援室長、市民生活部長、教育長、学校教育部長、小中校長会、

姉崎高校、市原中央高校、京葉高校、市原中央ＲＣ、市原市社協事務局長、小湊鐡道総務人事課、市原

商工会議所、市原地区保護司会、千葉信用金庫　姉崎支店・青柳支店・五井支店・八幡支店、千葉銀行　

姉崎支店・五井支店・八幡支店、青葉台さわやかネットワーク、桜さんさん会、姉崎小、明神小、青葉台小、

若葉小、八幡小、鶴舞小、内田小、牛久小、寺谷小、姉崎中、姉崎東中、五井中、八幡東中、八幡中、

南総中

　※ 依頼先は、再検討見直しが必要だと思います。

地域貢献基金

　募集事項による　　（2019-20 年度は、募集なし。台風被災のため市原市へ寄付使用）

米山記念奨学会・ロータリー財団

　各寄付を募る。ＲＣ月間に合わせて、卓話依頼（奨学生）
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Ⅱ.2019-20 年度 理事・役員会議事録

第1回議事録
開催日　：　2019 年 4 月25日（木曜日）18 時 30 分～

場　所　：　「 韓国家庭料理 仁寺洞 」

参加者　：　篠田会長、福原幹事（議事録署名人）、平野会員、山本会員、本郷会員、

宮武会員、長田会員、野口会員（議事録作成者）　

欠席　上野会員

１．会長挨拶（篠田会長）

２．幹事挨拶（福原幹事）

３．議事

　① 会長の運営方針（報告）

　　会長の方針について、別紙資料のとおり説明があった。

　② 次年度の委員会構成

　　各委員会の委員長・副委員長からの要望などを踏まえて、次年度の委員会

構成を決定した。（承認）

　③ 予算について

　　別紙予算案について、検討した。参加者の意見を踏まえて取りまとめる事を確認した。

第2回議事録
開催日　：　令和元年 6 月5日（水曜日）11 時～

場　所　：　「　淡　粋　」

参加者　：　篠田会長、福原幹事（議事録署名人）、本郷会員、長田会員、宮武会員、

平野会員、上野会員、山本会員、野口（議事録作成者）

１．会長挨拶（篠田会長）

２．議事録作成者：野口副幹事、署名人：福原幹事を指名（承認・就任承諾）

３．議案

　① 名誉会員ご就任のお願いについて

　　　市原市長への依頼：5 月7日市原市役所へ訪問のうえ、依頼済み

　　　齋藤博会員：就任承諾を確認済み

　② 上期会費請求に関して（誕生・結婚も上期同時請求）
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　　　同時請求・金額について承認可決した。請求方法・案内文は、幹事において検討すること。

　③ 2019-20 年度予算書に関して

　　　予算案のとおり、承認可決した。

　④ 55 周年事業費に関して

　　　地域社会貢献基金より捻出することについて、承認可決した。

　⑤ 各委員会活動計画について

　　　別紙のとおり承認された。長期計画委員会は、作成次第提出のこと。

　⑥ 7 月例会プログラムについて

　　　別紙のとおり承認可決された。

報告事項：

①会員研修（山本委員長）　年 1 ～ 2 回程度、卓話の機会を希望する。

②会員増強＆公共イメージ（上野委員長）　会報の作成は、事務局で対応（確認）

④奉仕プロジェクト＆財団（野口委員長）　6/12ＩＡ引継、6/26 次回委員会開催予定

⑤長期計画（平野委員長）　　活動計画書を速やかに作成し、提出

⑥創立 55 周年記念事業 PT（平野実行委員長）　早速、本日、打ち合わせをする

第3回議事録
開催日　：　令和元年 7 月 3 日（水曜日）11 時～

場　所　：　「　淡　粋　」

参加者　：　篠田会長、福原幹事（議事録署名人）、本郷会員、長田会員、宮武会員、

平野会員、山本会員、野口（議事録作成者）遅刻　上野会員

１．会長挨拶（篠田会長）

２．議事録作成者：野口副幹事、署名人：福原幹事を指名（承認・就任承諾）

３．議案

　① 活動計画書について

　　　長期計画委員会、創立 55 周年記念演奏会ＰＴより提出

　　　別紙のとおり承認された。

　② 上期会費請求に関して（誕生・結婚も上期同時請求）

　　　継続審議の結果、別紙のとおり承認された。

　③ 8 月例会プログラムについて

　　　別紙のとおり承認可決された。

　④ 社会を明るくする運動 市原市推進委員会への協賛の件

　　　２口金１万円の協賛をすることについて、承認された。

報告事項：

　①クラブ管理運営＆ＳＡＡ（本郷委員長）　
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　　　旅行（4-5 月）検討、席順の入替について、7/17 夜例会の会費（5000 円）

　②奉仕プロジェクト＆財団（野口委員長）　

　　　J 受入の進捗、あいさつ運動（9 月 2 週頃）、米山の卓話依頼検討

　③創立 55 周年記念事業 PT（平野実行委員長）　

　　　集客を検討（1500 席程度）

　④幹事報告（福原幹事）

　　　国際大会の案内、第 4G 例会開催変更の情報、RC100 周年バッジ（購入希望者を募る）

　　　橋岡 G 事務所閉鎖、7 月ロータリーレート（1 ドル＝ 108 円）

　　　岡本会員がマルチプル PHF

　⑤会計報告（宮武会計）

　　　5 月分について別紙のとおり報告があった。

第4回議事録
開催日　：　令和元年 8 月 7 日（水曜日）11 時～

場　所　：　「　淡　粋　」

参加者　：　篠田会長、福原幹事（議事録署名人）、本郷会員、宮武会員、

平野会員、山本会員、野口（議事録作成者）欠席　上野会員

１．会長挨拶（篠田会長）　新入会式の件、８月会員増強月間の件

２．議事録作成者：野口副幹事、署名人：福原幹事を指名（承認・就任承諾）

３．議案

　① 2019-20 年度出席免除規定会員について

　　　赤星会員、角谷会員、白鳥会員、西村（美）会員、小池会員、上條会員

　　　届出のあった会員につき、承認された。

　② 9 月例会プログラムについて

　　　別紙のとおり承認可決された。

　③ 新入会員について

　　　水澤会員の入会について、全員賛成の回答があったため、承認された。

　④ ガバナー公式訪問（役員懇談会）の件

　　　確認事項を協議のうえ策定、報告書は幹事において作成のうえ、提出することとした。

　⑤ あいさつ運動・記念演奏会ボランティア依頼の件

　　　あいさつ運動を、9/9（月）～ 9/11（水）の予定で実施につき、承認された。

　　　記念演奏会につき、市原中央高校ＩＡに協力依頼することにつき承認。

　　　依頼状を協議のうえ校正した。

　⑥ ジャンパー・ポロシャツの購入の件

　　　数量等は会長に一任することとし、購入につき承認された。

報告事項：

　①会計報告（宮武会計）

　　6 月分について別紙のとおり報告があった。

　②会員研修委員会（山本委員長）

　　10/9 東京ＲＣのメーキャップを予定しているので、参加者を募集

　③クラブ管理運営＆ＳＡＡ（本郷委員長）　
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　　8/7 例会の調整、今後のプログラムについて

　④会員増強＆公共イメージ委員会（上野委員長欠席につき、福原幹事代理）

　　8/6 第１回委員会開催

　⑤奉仕プロジェクト＆財団（野口委員長）　

　　8/1 第 3 回委員会開催、あいさつ運動の準備状況について

　⑥幹事報告（福原幹事）

　　市原市献血推進協議会の件（欠席）、ガバナー事務所夏休みの情報、

　　8 月ロータリーレート（1 ドル＝ 108 円）

第5回議事録
開催日　：　令和元年 9 月4日（水曜日）11 時～

場　所　：　「　淡　粋　」

参加者　：　篠田会長、福原幹事（議事録署名人）、本郷会員、宮武会員、上野会員

平野会員、山本会員、野口（議事録作成者）

１．議事録作成者：野口副幹事、署名人：福原幹事を指名（承認・就任承諾）

２．議案

　① 10 月例会プログラムについて

　　　別紙のとおり、承認可決された。

　② 第 2790 地区第 4グループ会員名簿作成について

　　　賛成多数により、承認可決された。

　③ 第 2790 地区第 4グループ情報研修会について

　　　山本研修委員長において、取りまとめ対応することとした。

　④ 例会場用フラッグ制作の件

　　　別紙請求書のとおり費用拠出につき、承認可決された。

　⑤ 新入会員の件

　　　石井会員の入会について、全員賛成の回答があったため、承認された。

３．会長挨拶（篠田会長）

報告事項：

　①会計報告（宮武会計）

　　7 月分について別紙のとおり報告があった。

　②会員研修委員会（山本委員長）

　　10/9 東京ＲＣのメーキャップ、新入会員研修の件

　③クラブ管理運営＆ＳＡＡ（本郷委員長）　

　　9/3 委員会開催、ゴルフ例会の予定、例会ソングの割振りについて
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　④会員増強＆公共イメージ委員会（上野委員長欠席につき、福原幹事代理）

　　8/6 第１回委員会開催

　⑤奉仕プロジェクト＆財団（野口委員長）　

　　台湾研修（ＩＡ）の件（64000 円×2 名予算拠出）、あいさつ運動の件

　⑥創立 55 周年記念事業ＰＴ（平野実行委員長）

　　現在 450 名程度の集客、当日の準備、弁当追加予算拠出

　⑦幹事報告（福原幹事）

　　9 月ロータリーレート（1ドル＝106 円）

第6回議事録
開催日　：　令和元年 10 月2日（水曜日）11 時～

場　所　：　「　淡　粋　」

参加者　：　篠田会長、福原幹事（議事録署名人）、本郷会員、長田会員、宮武会員、

上野会員、平野会員、山本会員、野口（議事録作成者）

１．議事録作成者：野口副幹事、署名人：福原幹事を指名（承認・就任承諾）

２．会長挨拶（篠田会長）

３．議案

　① 11 月例会プログラムについて

　　　別紙のとおり、承認可決された。

　② 第 2790 地区第 4グループ会員名簿購入について

　　　会員数分購入することにつき、承認可決された。クラブ費から支出する。

　③ 第 2790 地区第 4グループ情報研修会について

　　　10/18 締切、12 名程度の参加が望ましい。早急に出欠を確認すること。

　④ 2020-2021 年度ガバナー訪問日について

　　　11/4（第 1 例会）を候補日とすることにつき、承認可決された。

　⑤ 新入会員の件

　　　山路会員、武田会員の入会について、全員賛成の回答があったため、承認された。11/6 の例会で入

会式を予定

　⑥ 災害ネットワークに関して

　　　必要性と時期を含めて、今後、要否を検討する。

　⑦ 熊本南ロータリークラブ（国府高校ＩＡからの義捐金の件）

　　　篠田会長に連絡があった。ＩＡ交流を含めて、担当委員会同士の連絡調整を図ること。

報告事項：
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　①会計報告（宮武会計）

　　8 月分について別紙のとおり報告があった。

　②会員研修委員会（山本委員長）

　　10/9 東京ＲＣのメーキャップ、新入会員研修の件

　③クラブ管理運営＆ＳＡＡ（本郷委員長）　

　　演奏会のデータ、第 4Ｇゴルフ例会の予定、合同例会の会費 8000 円（自己負担）

　④奉仕プロジェクト＆財団（野口委員長）　

　　台湾研修（ＩＡ）の件、帰国後、ＩＡ生徒の卓話（報告会）を検討

　⑤創立 55 周年記念事業ＰＴ（平野実行委員長）

　　9/22 の演奏会の件、成功を迎えた。おおむね現在 750 名程度の入場となった。

　⑥幹事報告（福原幹事）

　　9 月ロータリーレート（1ドル＝106 円）※ 10 月のレートは現時点で未発表

第7回議事録　持ち回り理事会
開催日   ：    2019 年 11 月5日（火）    

場  所    ：　理事・役員グループ LINE にて    

参加者   ：  篠田会長、本郷会員、長田会員、平野会員、（不）宮武会員、上野会員 、山本会員、野口会員、

福原幹事    

会長挨拶　　篠田会長    

議事録作成人指名：　野口副幹事　　　議事録署名　　福原幹事    

議事    

　1・年次総会について・・・・・・・・承認    

　2・12 月プログラムについて・・・承認    

　3・地域貢献基金活用について（台風 19 号により市原市に寄付 100 万円・熊本南 RC10 万円）・・承認 

　4・新会員オリエンテーションについて・・・承認    

　5・その他    

    

報告事項    

　①長期計画委員会 ・特になし    

　②会員研修委員会・特になし    

　③クラブ管理運営委員会＆ＳＡＡ・特になし    

　④会員増強＆公共イメージ委員会・特になし    

　⑤奉仕プロジェクト委員会＆ロータリー財団・特になし    

　⑥創立 55 周年記念事業ＰＴ・特になし    

　⑦その他    
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　　その他   11 月ロータリーレート1ドル＝106 円    

第8回議事録
開催日   ：    2019 年 12 月4日（水）11：00 ～ 12：00    

場  所    ：　「 淡 粋 」    

参加者   ：  篠田会長、本郷会員、長田会員、平野会員、宮武会員、上野会員、 山本会員、野口会員、福

原幹事    

会長挨拶　　篠田会長    

議事録作成人指名：　　野口副幹事　　　議事録署名　　福原幹事    

議事    

　1・次年度理事役員候補者について・（理事・宮武・山本・上野・星・役員・本郷・平野・山崎・篠田・野口）

承認    

　2・1 月プログラムについて・承認    

　3・地区大会について・・・・2 月9日（日）9 時～ 17 時　アパホテル＆リゾート東京ベイ幕張・報告・承認

　4・会費不払会員終結について・齋藤榮志会員 3 期 286,000 円回収不能の為除名処分・承認  

　5・会計報告 9 月分・10 月分・承認    

　6・12 月忘年例会会費について・会費 10,000 円とする・承認    

　7・その他    

    

報告事項    

　①長期計画委員会・特になし    

　②会員研修委員会・特になし    

　③クラブ管理運営委員会＆ＳＡＡ・特になし    

　④会員増強＆公共イメージ委員会・特になし    

　⑤奉仕プロジェクト委員会＆ロータリー財団・特になし    

　⑥創立 55 周年記念事業ＰＴ・特になし    

　⑦その他    

　　その他   12 月ロータリーレート1ドル＝106 円    

第9回議事録
開催日　：　令和 2 年 1 月8日（水曜日）11 時～

場　所　：　「　淡　粋　」

参加者　：　篠田会長、福原幹事（議事録署名人）、本郷会員、長田会員、宮武会員、

上野会員、平野会員、山本会員、野口（議事録作成者）

１．議事録作成者：野口副幹事、署名人：福原幹事を指名（承認・就任承諾）
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２．会長挨拶（篠田会長）

３．議案

　① 2 月例会プログラムについて

　　　別紙のとおり、承認可決された。

　② 年会費（下期分）請求書について

　　　別紙のとおり、会員に通知する旨、承認可決された。

　③ 55 周年記念事業決算について

　　　福原幹事より、別紙のとおり報告のうえ、承認された。

　④ 会計報告（11 月分）について

　　　宮武会計より、別紙のとおり報告のうえ、承認された。

　⑤ ＰＪ交換学生事業決算について

　　　別紙のとおり報告のうえ、承認された。余剰予算より、ＩＡへの支援金を拠出すること及び具体的な金額

　　については、顧問教師と詳細を決める旨、承認された。

　　　　　

報告事項：

　①クラブ管理運営＆ＳＡＡ（本郷委員長）　

　　今後のプログラムの予定について

　②幹事報告（福原幹事）

　　1 月ロータリーレート（1ドル＝110 円）

　　第４グループ会員名簿、情報研修会の決算報告

第10回議事録
開催日　：　令和 2 年 2 月5日（水曜日）11 時～

場　所　：　「　淡　粋　」

参加者　：　篠田会長、福原幹事（議事録署名人）、本郷会員、長田会員、宮武会員、

上野会員、山本会員、野口（議事録作成者）

１．議事録作成者：野口副幹事、署名人：福原幹事を指名（承認・就任承諾）

２．会長挨拶（篠田会長）

３．議案

　① 3 月例会プログラムについて

　　　別紙のとおり、承認可決された。

　② 広告協賛について

　　　別紙のとおり、承認可決された。

　③ パラリンピックチケットについて



22

　　　福原幹事より、別紙のとおり報告のうえ、会員に周知する旨、承認された。

　④ 会計報告（12 月分）について

　　　宮武会計より、別紙のとおり報告のうえ、承認された。

　　　　

報告事項：

　①会員研修（山本委員長）　次回のオリエンテーションの予定について（日程調整中）

　②クラブ管理運営＆ＳＡＡ（本郷委員長）　

　　今後のプログラムの予定について、袖ケ浦合同例会の件（ゴルフ・夜例会）

　③会員増強＆公共イメージ（上野委員長）　新入会員の件

　④奉仕プロジェクト＆財団（野口委員長）　

　　IA ｵｰｽﾄﾗﾘｱ寄付の協力、活動費の件、あいさつ運動（5 月調整予定）

　⑤幹事報告（福原幹事）

　　2 月ロータリーレート（1ドル＝110 円）

　　上野会員より米山寄付、鵜澤会員の新入会式、2/9 地区大会、2/21ＩＭ

第11回議事録
開催日　：　令和 2 年 3 月4日（水曜日）11 時～

場　所　：　「　淡　粋　」

参加者　：　篠田会長、福原幹事（議事録署名人）、本郷会員、平野会員、宮武会員、

上野会員、山本会員、野口（議事録作成者）

（　欠席・長田会員　）

１．議事録作成者：野口副幹事、署名人：福原幹事を指名（承認・就任承諾）

２．会長挨拶（篠田会長）

３．議案

　① 4 月例会プログラムについて

　　　別紙のとおり、承認可決された。

　② 会計報告（1 月分）について

　　　宮武会計より、別紙のとおり報告のうえ、承認された。

　③ その他

　　  ＩＡ合同会議中止、各クラブ例会中止の件（報告）

　　　今後の例会開催については、周辺地区の感染状況等により判断する。

　　　（新型コロナウイルスへの対応について）

報告事項：



23

　①長期計画委員会（平野委員長）　（※例会開催日の件、検討予定）

　②会員研修（山本委員長）　新入会員オリエンテーションについて（4 月15日予定）

　③クラブ管理運営＆ＳＡＡ（本郷委員長）　

　　袖ケ浦合同例会の件（ゴルフ・夜例会）、（※後日連絡により、袖ケ浦ＲＣは不参加）

　④会員増強＆公共イメージ（上野委員長）　

　　新入会員１名（４月見込）の件、例会日の変更について提案（長期計画委員会へ）

　⑤奉仕プロジェクト＆財団（野口委員長）　

　　IA 卒業式の件（予定調整中）、あいさつ運動（5 月調整予定）

　⑥幹事報告（福原幹事）

　　3 月ロータリーレート（1ドル＝110 円）

第12回議事録
開催日　：　令和 2 年 4 月1日（水曜日）11 時～

場　所　：　「　淡　粋　」

参加者　：　篠田会長、福原幹事（議事録署名人）、本郷会員、長田会員、平野会員、

宮武会員、上野会員、山本会員、野口（議事録作成者）

１．議事録作成者：野口副幹事、署名人：福原幹事を指名（承認・就任承諾）

２．会長挨拶（篠田会長）

３．議案

　① 5 月例会プログラムについて

　　　別紙のとおり、承認可決された。

　② 会計報告（2 月分）、2018-19 年度決算書について

　　　宮武会計より、別紙のとおり報告のうえ、承認された。

　③ その他

　　  あいさつ運動中止の件（承認）

　　　市原中央高校ＩＡへ活動資金（５万円）支給の件（承認）

　　　市原中央高校ＩＡの活動資金予算化（年間 35000 円）の件（承認）

　　　袖ケ浦ＲＣとの来年度合同例会の対応の件（ホストは袖ケ浦にお願いすることで承認）

　　　　　

報告事項：

　①長期計画委員会（平野委員長）　例会開催日（曜日）について、ヒアリングを行う。

　②会員研修（山本委員長）　新入会員オリエンテーションについて（延期）

　③クラブ管理運営＆ＳＡＡ（本郷委員長）　

　　4/7 に奉仕プロジェクト( 委 )と合同委員会の予定（本郷・宮武参加予定）
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　④会員増強＆公共イメージ（上野委員長）　現時点での新入会員１０名

　⑤奉仕プロジェクト＆財団（野口委員長）　

　　4/7 委員会開催（あいさつ運動中止の件を外部へ発信する。）

　⑥幹事報告（福原幹事）

　　4 月ロータリーレートは、未発表

第13回議事録
開催日　：　令和 2 年 6 月3日（水曜日）11 時～

場　所　：　「　淡　粋　」

参加者　：　篠田会長、福原幹事（議事録署名人）、本郷会員、長田会員、平野会員、

宮武会員、上野会員、山本会員、野口（議事録作成者）

１．議事録作成者：野口副幹事、署名人：福原幹事を指名（承認・就任承諾）

２．会長挨拶（篠田会長）

３．議案

　① 第 4グループ、マスク寄付金について

　　　別紙のとおり、承認可決された。

　② クラブ全員給付金について

　　　次年度の年会費との相殺にて対応することで承認された。

　　　会計の処理等は、今年度と次年度で調整をすること。

　③ 会計報告（4 月分）

　　　宮武会計より、別紙のとおり報告のうえ、承認された。

　④ 会員退会・新会員入会について

　　　上條会員の退会届につき、受理承認された。

　　　伊藤会員の退会届につき、受理留保とされた。

　　　新会員候補者：宮地氏の入会につき、承認された。

⑤ その他

　　  会報掲載とホームページ管理について

　　　会報掲載は、事務局でデータを完成させて、そのまま掲載できるよう　　に対応することとなった。これに

　　　伴い、事務局の負担を考慮し、事務局費を検討することとなった。通常のホームページ管理は、現状の

　　　まま委託することとしたい旨、調整を図ることとなった。

　　　エタノール・防護エプロンの情報について

　　　篠田会長より、入手先の見込み等について、情報提供があった。

　　　　　

報告事項：



25

①長期計画委員会（平野委員長）　細則変更につき、例会で採決実施

②幹事報告（福原幹事）

　　6 月ロータリーレートは、108 円
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Ⅲ.2019-20 年度 会計報告

市原ロータリークラブ

決算関係書類
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本年度予算額 本年度決算額 増減 消化率　％ 備考

3,000,000 3,000,000 100.0%

240,000 300,000 125.0% 8名入会予定

10,800,000 10,185,000 94.3% 60名×18万

80,000 25,000 31.3%

300,000 432,000 144.0%

米山奨学会　特別寄付金 300,000 690,000 230.0%

結婚・誕生祝　寄付金 386,000 431,000 111.7%

臨時会費（移動例会） 750,000 940,000 125.3%

3,000 40 1.3%

0 0

特別会計より繰入金 518,450 0 0.0%

1166,,337777,,445500 1166,,000033,,004400 97.7%

本年度予算額 本年度決算額 増減 消化率　％ 備考

ＲＩ人頭分担金 427,460 415,353 97.2% 上期35.5ﾄﾞﾙ×52名・下期34ﾄﾞﾙ×57名

地区資金分担金 1,414,900 1,395,547 98.6% 上期12625円×52名・下期12640円×57名

ロータリーの友購読料 145,152 144,796 99.8% 上期1296×52名・下期1296×60名

米山記念奨学会 246,400 218,000 88.5% 上期・下期　2200円×112名

世界社会奉仕ＷＣＳ 0 0

その他臨時負担金 375,000 425,810 113.5% 60名×6250円

規定審議会の年次賦課金 5,000 0 0.0%

小小計計 22,,661133,,991122 22,,559999,,550066 99.4%

理事・役員会・会議費 50,000 0 0.0%

クラブ協議会費 0 0

地区会議費他 230,000 206,000 89.6%

小小計計 228800,,000000 220066,,000000 73.6%

移動例会費用 0 487,000

食事費 2,958,000 2,651,145 89.6%

小小計計 22,,995588,,000000 33,,113388,,114455 106.1%

入会セット費 100,000 80,882 80.9% ﾊﾞｯﾁ・４つのﾃｽﾄ・その他

事務所費 262,800 262,800 100.0% 月2万（税別7月～8％10月～10％）

印刷費 500,000 441,060 88.2%

通信費 300,000 94,329 31.4% 月信・ﾛｰﾀﾘｰの友郵送費

慶弔費 80,000 10,000 12.5%

備品費 30,000 81,704 272.3%

旅費交通費 20,000 0 0.0%

消耗品費 20,000 27,675 138.4%

雑費 20,000 28,560 142.8%

諸会費 20,000 8,000 40.0%

事務局員費 950,000 1,039,800 109.5%

小小計計 22,,330022,,880000 22,,007744,,881100 90.1%

特別会計へ繰出金 5,065,604 0

小小計計 55,,006655,,660044 00

1133,,222200,,331166 88,,001188,,446611 60.7% ①ククララブブ運運営営費費支支出出合合計計

科目

ク
ラ
ブ
運
営
費

分
担
金

会
議
費

例
会
費

運
営
費

そ
の
他

ロータリー財団　特別寄付金

雑収入

預り金

合合計計

支支出出のの部部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単単位位：：円円　　

内
訳

前年度繰越金

入会金

年会費

ビジターフィー

年年度度　　市市原原ロローータタリリーーククララブブ決決算算書書

令令和和0011年年  ７７月月  １１日日かからら

令令和和0022年年66月月３３００日日ままでで

収収入入のの部部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単単位位：：円円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

科目
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今年度予算額 本年度決算額 消化率　％ 備考

委員会活動費 30,000 5,000 16.7%

小小計計 3300,,000000 55,,000000 16.7%

委員会活動費 60,000 55,000 91.7%

小小計計 6600,,000000 5555,,000000 91.7%

委員会活動費 30,000 52,756 175.9%

出席 0 0

プログラム 100,000 0.0%

親睦 1,580,000 508,940 32.2%

55周年記念旅行 0 0

小小計計 11,,771100,,000000 556611,,669966 32.8%

委員会活動費 30,000 0 0.0%

小小計計 3300,,000000 00 0.0%

　

　　会報、ＨＰ 300,000 85,795 28.6%

小小計計 330000,,000000 8855,,779955 28.6%

委員会活動費 50,000 41,312 82.6%

職業奉仕 0 0

社会奉仕 60,000 55,000 91.7%

国際奉仕 800,000 333,000 41.6% ＰＪ学生受入

青少年奉仕（インターアクト） 350,000 1,035,900 296.0%

小小計計 11,,226600,,000000 11,,446655,,221122 116.3%

33,,000000,,000000 地域社会貢献基金とﾆｺﾆｺ浄財金を適用

　 財団・米山

　委員会活動費 0 3,000 ※奉仕ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ委員会に統合

　ロータリー財団 300,000 432,000 144.0%

　米山記念奨学 300,000 690,000 230.0%

小小計計 660000,,000000 11,,112255,,000000 187.5%

33,,999900,,000000 33,,229977,,770033 82.6% ②

229900,,775533 ③特別会計へ

1133,,222200,,331166 88,,001188,,446611

33,,771144,,228888 55,,339999,,330011 145.4% ④

2200,,992244,,660044 1166,,771155,,446655 79.9% ①＋②＋③＋④

次次年年度度繰繰越越金金③③

支支出出のの部部合合計計①①++②②++③③

創立55周年記念演奏ＰＴ

奉仕プロジェクト＆財団・米山委員会

奉奉仕仕活活動動費費支支出出合合計計②②

余余剰剰金金

ククララブブ運運営営費費合合計計①①

科目

各
委
員
会
活
動
費

長期計画委員会(特別委員会)

会員研修委員会

クラブ管理運営委員会＆SAA

会員増強／退会防止＆公共イメージ委員会
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「一年を振り返って」

2019－20 年度　市原ロータリークラブ

幹事　福原義一

　

　会員の皆様のご協力のもと、篠田会長と無事に幹事職を、終了出来る事に感謝申し上げます。

　2019-20 年度スローガン「一歩踏み出す勇気」

　会員拡大委員会上野委員長が目標としていた 8 名を超え10 名の会員拡大。上野委員長を始めとする委員会

メンバーに感謝申し上げます。退会者 3 名次年度は 59 名スタートになります。

　市原ロータリークラブ 55 周年記念演奏会を9 月22日開催に向けて、小中学校校長会会長に挨拶回り、協力

依頼。また、小中学校校長会に参加し協力依頼。開催間近の 9 月9日

　台風 15 号による甚大な被害に見舞われた千葉県内、市原市も多くの建物・樹木の倒木・土砂崩れ・停電に

よる信号機が点灯しないので多発する事故等、当日のあいさつ運動も中止。

　諸岡ガバナーは、2790 地区スローガンとして「ロータリーから千葉を元気に」と宣言しました。篠田会長は、ロー

タリーから市原を元気にと、記念演奏会を実施する事になり、開催前日の 21日千葉交響楽団と、国分寺台西中

吹奏楽部の予行演習を国分寺台小学校体育館で、国分寺台西中に楽器の運送はレンタカーで運び、生徒の

移動は淡粋さんのマイクロバスで行い、市原市民会館開催当日も同じく行うことができました。平野会員始関会員

箕輪会員篠田会長の協力に深く感謝申し上げます。

　受付に市原中央高校インターアクト、駐車場誘導等、市原ロータリークラブ会員の協力を得て市原市民会館大

ホール 1500 名キャパに対し音楽鑑賞約 1,000 名弱参加を頂き、市原ロータリークラブ 55 周年記念演奏会は無

事終了でき、感謝申し上げます。

　10 月9日東京ロータリークラブにメイキャップ

　10 月12日台風 19 号による被害に見舞われ 10 月25日大雨洪水被害。年明け 2 月よりコロナウイルスの影響

で日本中の小中高校が春休み明けまで休校４月７日国が 7 都府県民（千葉）に緊急事態宣言５月６日までの 1ヶ

月間昼夜を問わず不要不急の外出自粛を要請されステーイホーム。県内の小・中・高、休校が続き5 月末まで、

6 月より学校再開され、マスク姿の子供たちの通学。

　コロナが一日でも早く終息する事を願います。

　4 月第 2 例会を中止、5 月あいさつ運動中止、5 月の例会中止。6 月より例会再開 2019-20 年度波乱万丈な

1 年間となりました。

　会員の皆様、ありがとうございました。

　幹事報告とさせていただきます。
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